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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

８
回

ー
１
 

春
季
連
休
中

春
季
連
休
中

春
季
連
休
中

春
季
連
休
中
のの のの
持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
来
宿

来
宿

来
宿

来
宿
者者 者者
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
    

    

◇
実

施
日

；
平

成
２

９
年

０
４

月
２

８
日
( 金

) ～
５
月

０
１

日
( 月

) 迄
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
０

５
月

０
２

日
( 火

) ～
０

４
日
( 木

) 迄
 

 

４４ ４４
月月 月月
２
８

２
８

２
８

２
８
日日 日日
（（ （（
金金 金金
）） ））
晴晴 晴晴
れれ れれ
 

◇
参

加
者

；
村

吉
光

夫
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名

。
 

お
母

ち
ゃ

ん
行

っ
て

く
る

で
、

顔
見

せ
て

・
・

・
、

バ
カ

と
言

っ
て

な
い

で
さ

っ
さ

と
行

き
！

 
夫

婦
を

四
十

年
や

っ
て

い
る

と
こ

ん
な

調
子

で
、

ま

ず
円

満
に

出
発

。
 

下
北

山
森

林
管

理
事

務
所

に
立

ち
寄

り
、

新
任

の
高

木
主

席
森

林
管

に
挨

拶
。

着
任

早
々

に
白

川
林

道
で

パ
ン

ク
の

洗
礼

を
受

け
た

そ
う

だ
。
 

１
４

時
頃

に
持

経
宿

着
。

小
屋

を
通

過
し

て
水

場
を

確
認

。
岩

肌
を

伝
う

水
は

僅
か

だ
が

ホ
ー

ス
の

お
陰

で
取

水
は

可
能

。
小

屋
に

戻
っ

て
お

堂
の

幟

を
立

て
る

。
車

で
平

治
沢

に
行

っ
て

水
汲

み
６

０
㍑

。
毛

布
干

し
４

０
枚

。
 
 

小
屋

前
の

ベ
ン

チ
に

手
洗

い
水
( タ

ン
ク
) を

置
き

、
仮

設
の

ホ
ー

ス
付

き

配
水

枡
を

設
置

。
こ

れ
で

水
ハ

ネ
も

無
く

、
手

を
洗

っ
た

水
が

足
元

を
流

れ

る
こ

と
も

無
い

、
ヨ

シ
！

と
自

画
自

賛
。
 

ト
イ

レ
が

洋
式

に
な

り
、

向
き

が
変

っ
た

の
に

合
せ

て
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

ホ
ル

ダ
ー

を
取

付
け

る
。
掃

除
を

し
て

芳
香

剤
と

害
虫

忌
避

剤
を

交
換

。
 

初
日

は
忙

し
い

。
宿

泊
者

４
名

。
囲

炉
裏

を
囲

ん
で

コ
ー

ヒ
ー

を
飲

ん
で

ゆ
っ

く
り

し
て

い
た

だ
く

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

４４ ４４
月月 月月
２
９

２
９

２
９

２
９
日日 日日
（（ （（
土土 土土
）） ））
快
晴

快
晴

快
晴

快
晴
 

◇
参

加
者

；
村

吉
光

夫
、

豊
嶋

 
寛

、
樋

口
義

也
。

 
 

 
 

３
名

。
 

椎
木

 
尭

、
今

野
孝

祐
( 順

峯
奥

駈
行

中
) 、

上
村

洋
司
・
和

美
( 南

奥
駈

道
の

前
鬼

～
行

仙
宿

の
踏

査
中
) 

 

残
り

の
毛

布
を

全
部

干
す

。
以

前
よ

り
手

間
が

か
か

る
と

思
っ

た
ら

枚
数

が

か
な

り
増

え
て

い
た

。
で

も
古

く
て
傷

ん
だ
物

や
極
端

に
大

き
い
重

い
物

が

無
く

な
っ

て
い

た
の

で
助

か
る

。
防

虫
剤
ム

シ
ュ

ー
を

交
換

。
 

豊
嶋

・
樋

口
さ

ん
が
到

着
。

平
治

宿
に

行
か

れ
る

と
云

う
の

で
、

水
場

の

確
認

と
千

年
檜
祠

に
幟

を
立

て
る

こ
と

を
お
願

い
す

る
。
大
先
輩

で
恐

れ
多

い
事

だ
が

・
・

・
・

・
。

 

夕
方

ま
で

に
５
人

が
小

屋
入

り
。

し
か

も
早

々
に
寝

ら
れ

た
が

、
そ

の
後

に
１

９
時

頃
か

ら
以
降

に
６
人

が
小

屋
入

り
。

豊
嶋

さ
ん
達

に
対
応

を
お

任

せ
し

て
私

は
お

堂
で
先

に
就
寝

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

 
村

吉
)
 

 

 昭
和

４
３

年
１

２
月

２
０

日
～

２
２

日
 
太
古
ノ
辻

か
ら

南
に
入

り
、
波

ト
タ

ン
で

囲
ま

れ
た

だ
け

の
平

治
の

宿
に
サ
サ

を
敷

い
て

泊
ま

り
、
尾
根
筋

が
、
わ

か
り

ず
ら

く
共

に
苦
労

し
た
友

は
今

は
居

な
い

。
 

大
先
輩

の
豊

嶋
氏

か
ら

持
経

宿
へ

行
こ

う
と
誘
わ

れ
、
二
つ
返

事
で
彼

の

車
の
人

と
な

っ
た

。
 

ま
ず

平
治

宿
の

水
場
点
検

で
、
詰

ま
っ

て
い

る
小
石
等

を
取

除
い

た
。

 

平
治

小
屋

に
は

、
４
人
居

た
が

バ
テ
ぎ

み
で
明

日
は
エ

ス
ケ

ー
プ

ル
ー

ト

か
ら

タ
ク

シ
ー

で
帰

る
そ

う
だ

。
 

持
経

宿
に

は
明

る
い
内

に
居

た
方

々
と

１
９

時
過
ぎ

３
人

、
２

３
時

頃
ひ

と
り

着
い

て
会

の
者

３
人

と
合
計

１
４
人

で
し

た
。

 
 

 
 
(
記

 
樋

口
)
 

 

４４ ４４
月月 月月
３
０

３
０

３
０

３
０
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
快
晴

快
晴

快
晴

快
晴
 

◇
参

加
者
：

村
吉

光
夫

、
豊

嶋
 

寛
、

樋
口

義
也

。
 

 
 

 
３

名
 

豊
嶋

さ
ん
達

は
、

北
向

き
に
巡
視

に
出

発
。
私

は
１

回
目

の
二

泊
三

日
の

最
終

日
。
風

が
強

い
。
 

部
屋

の
掃

除
、
便

所
掃

除
、

水
汲

み
、

そ
し

て
通

過
す

る
登

山
者

と
言
葉

を
交
わ

し
て

い
る

と
、

た
ち

ま
ち

時
間

が
過
ぎ

る
。

今
年

は
、

ト
レ
ラ

ン
で

奥
駈

道
を
二

泊
三

日
で
走

り
抜

け
る
人

が
目

立
つ

。
 

平
治

の
小

屋
に

泊
ま

る
と

い
う
男
性

が
立

ち
寄

っ
て
「

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の

お
陰

で
安
心

し
て
歩

け
ま

す
」

と
お

礼
を
述
べ

ら
れ

、
協
力

金
二
千

円
を
差

し
出

さ
れ

た
。
有

り
難

く
頂
戴

し
て
志
納
箱
へ

。「
ゴ

ル
ゴ

１
３

が
２

年
く

ら
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い
前

に
大

峯
に
来

た
」
話

を
教

え
て

も
ら

う
。
知

ら
な

か
っ

た
な
あ

ー
、
ゴ

ル
ゴ

１
３

は
、

山
伏

だ
っ

た
？
 

豊
嶋

さ
ん

た
ち

が
戻

っ
て
来

ら
れ

て
、
後

を
託

し
て
帰
宅

。
(
記

 
村

吉
)
 

 樋
口

・
豊

嶋
は

、
上

村
和

美
さ

ん
か

ら
太

い
支
障

に
な

る
倒

木
が
あ

る
と

の
情
報

を
聞

き
、

５
時
半

に
出

発
し

、
北

の
地
蔵
岳
(
小
守
岳
)
ま

で
の

ル
ー

ト
巡

回
で

、
太

い
倒

木
は

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

な
い

と
伐
採

除
去

出
来

な
い

の
で

、

鋸
で
枝

を
切

り
、
歩

く
の

に
支
障

無
い
様

に
す

る
と
共

に
鋸

で
計

３
本

の
倒

木
処

理
を

し
て

、
歩

行
に
支
障

が
無

い
様

に
切

除
除
去

し
た

。
小

屋
に

は
１

４
時
半

頃
に
帰

っ
て
来

た
。

 

村
吉
氏

は
、

１
６

時
頃

に
帰

っ
て

行
っ

た
が

、
毛

布
を

２
日

間
で

全
部

干
し

て
下

さ
り

、
平

治
谷

か
ら
補
給

の
飲
料

水
も

満
タ

ン
で
助

か
り

ま
し

た
。

 

今
夜

は
、
来

宿
者

４
人

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

５５ ５５
月月 月月
０
１

０
１

０
１

０
１
日日 日日
（（ （（
月月 月月
）） ））
晴晴 晴晴
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
参

加
者
：

豊
嶋

 
寛

、
樋

口
義

也
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

名
。

 

来
宿

者
を
送

り
出

し
、
用

事
が
あ

り
８

時
半

過
ぎ

の
早
目

に
下

山
し

た
。

 

以
上
(
記

 
樋

口
)
 

 

５５ ５５
月月 月月
０
２

０
２

０
２

０
２
日日 日日
（（ （（
火火 火火
）） ））
 

◇
参

加
者
：
村

吉
光

夫
。
 
塩

川
真
武
(
順
峰

中
)
。
 

 
 

 
 

 
 

２
名

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

再
び

持
経

宿
へ

。
午
後

早
々

に
男
性
1
人

が
投

宿
。
話

し
て

い
る

と
私

と

同
じ

高
校

の
卒
業

と
わ

か
り
遠
慮

が
無

く
な

っ
た

の
か

、
持

ち
過
ぎ

た
荷
物

の
軽
量
化

を
図

り
「
使

っ
て

下
さ

い
」

と
食
料
等

を
差

し
出

さ
れ

る
。
私

の

炊
飯
釜

を
使

っ
て
彼

の
米

を
炊

き
私

も
そ

れ
を
食

す
。

 

「
テ

ン
場

を
教

え
て

下
さ

い
」
男
性
1
人

と
女
性
一
人

、
各

々
単
独

で
や

っ
て

く
る

。
以

前
は

水
場
周
辺

で
張

れ
た

が
、

今
は
ガ

レ
で

無
理

。
池
郷

林

道
の
膨

ら
み

平
地

を
教

え
る

。
女
性

は
夏

に
な

る
と

南
ア

ル
プ

ス
北
岳

の
小

屋
の

バ
イ

ト
を

し
て

い
る

そ
う

だ
。
翌
朝

の
出

発
前

に
は

、
小

屋
に
来

ら
れ

て
「

お
世
話

に
な

り
ま

し
た

、
半
分

で
す

け
ど
」

と
云

っ
て
千

円
を
差

し
出

さ
れ

た
。
テ

ン
ト

泊
の
人

が
志
納

金
を
届

け
て

下
さ

っ
た

の
は

初
め

て
だ

。
 

小
屋

に
は
男
ば

か
り

５
人

。
囲

炉
裏

を
囲

ん
で

コ
ー

ヒ
ー

を
飲

み
夜

が
更

け

る
。

山
彦

に
参

加
す

る
よ

う
に

な
っ

た
塩

川
君

も
居

て
「

山
彦

で
は

す
ぐ

に

名
前

を
覚

え
て

も
ら

い
ま

し
た
」
塩

川
先
生

と
同
じ
苗
字

だ
か

ら
、
一

回
聞

い
た

ら
忘

れ
な

い
。

今
年

の
夏

は
、

北
ア

ル
プ

ス
船
窪

小
屋

で
バ

イ
ト

す
る

そ
う

だ
。

 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
３３ ３３
日日 日日
（（ （（
水水 水水
）） ））
    
曇
り

 

◇
参

加
者
：

村
吉

光
夫

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名

。
 

今
日

は
、

高
気
圧

の
ど
真

ん
中

、
爽

や
か

に
晴

れ
渡

る
青
空

を
期
待

し
た

の
に
一

日
中
落

ち
着

か
な

い
曇
天

が
続

く
。

 

千
年
桧

の
先

の
崩

れ
易

く
な

っ
て

い
る

所
を

見
に

行
く

。
こ

こ
は

木
の
根

の
露

出
が
気

に
な

る
。

踏
ま

れ
て
折

れ
た

り
枯

れ
た

り
、
遠

か
ら

ず
崩

れ
た

り
木

が
倒

れ
た

り
す

る
だ
ろ

う
。

こ
の

日
は

、
私

の
Ｇ
Ｗ
最
低

タ
イ
記
録

、

宿
泊

者
２

名
。

 

 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
４４ ４４
日日 日日
（（ （（
木木 木木
）） ））
    
霧
雨
後
雨

 

◇
参

加
者
：

村
吉

光
夫

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
名

 

私
の
最
終

日
。

今
日

か
ら

宿
泊

者
が

増
え

る
だ
ろ

う
と

思
い

な
が

ら
の
撤

収
は

、
後
ろ
髪

を
引

か
れ

る
思

い
だ

。
千

年
檜
祠

の
幟

を
撤
収

。
 

下
界

の
天
気
予
報

は
、

ま
だ
大
丈

夫
な

の
嶺

中
は
霧

の
中

、
寒

い
。

 

火
の
始
末

を
考

え
て

早
め

に
ス

ト
ー
ブ

に
火

を
入

れ
て

、
後

を
託

せ
る
人

が
見
つ

か
ら

な
け

れ
ば

、
消

し
て
帰
ろ

う
と
決
め
点

火
。

 

霧
か

ら
霧
雨

そ
し

て
雨

と
な

っ
て

行
く

。
 

午
後

の
早

い
時
刻

に
二
人

の
女
性

が
到

着
。
先

に
進

み
た

い
が
一
人

が
体

調
不
良

な
の

で
、
休
憩

し
て
様

子
を

見
た

い
と

の
事

。
ス

ト
ー
ブ

で
温

ま
っ

て
も

ら
う

。
火

の
番

を
お
願

い
し

て
最
後

の
水

汲
み

に
出

る
。

 

戻
る

と
こ

れ
ま

た
１
人

が
足

を
傷
め

た
と

言
う
男
性
男

４
人
組

が
居

て
宿

泊
決
定

。
続

け
て
女
性
二
人

も
来

宿
。

火
を
入

れ
て

お
い

て
良

か
っ

た
。

 

男
性

４
人
組

の
1
人

は
、
島

野
さ

ん
と
云

い
、
醍
醐
寺
三
宝
院

で
勉
強

さ

せ
て

も
ら

っ
て

い
る

と
話

し
、

お
堂

で
勤

行
さ

れ
る

。
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小
屋

の
維

持
改
修

を
絶

賛
し

て
下

さ
り

、
持

経
宿
改
修
各
団
体

か
ら

の
寄

付
金
一
覧
表

を
見

て
「
三
宝
院

が
無

い
の

は
い

か
ん

、
俺

が
一

言
云

っ
て

お

く
」

と
。

 

小
屋

宿
泊

の
志
納

金
の
最

高
額

が
行

仙
宿

で
三

十
万

だ
っ

た
と
話

を
す

る

と
宿

泊
者

か
ら
「
当

て
る

か
ら

言
う

な
！
」・

・
・
・
。
小

屋
全
体

が
ク

イ
ズ

大
会

の
様
相

を
呈

し
て

、
和
気
あ

い
あ

い
と
賑

や
か

に
な

っ
た

が
、
次

々
と

出
て

く
る

名
前

は
山
岳
関
係

者
ば

か
り

。
ヒ

ン
ト

が
男
性

、
そ

し
て
政

治
家

と
な

っ
た

と
こ
ろ

で
、
最

初
に

出
た

の
が
塩

川
先
生

の
名

前
だ

っ
た

。
 

皆
さ

ん
い

た
く
納
得

さ
れ

、
こ

の
後

に
到

着
し

た
宿

泊
者

に
は

、
志
納

金

の
額

が
「
二
千

円
以

上
三

十
万

迄
」
と
説
明

さ
れ

る
様

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

島
野

さ
ん

に
説
明

し
た

事
は

、
他

の
人

に
も

上
手

に
伝

え
て

下
さ

り
、
寝

る
場

所
の
割

り
振

り
方

や
ス

ト
ー
ブ

の
段

取
り
等

確
認

し
て

下
さ

り
「
後

は

任
せ

て
！
安
心

し
て
帰

ん
な

！
」

と
言

っ
て

下
さ

る
。

 

他
の

宿
泊

者
に

も
心
地
良

く
指
示

を
出

し
た

り
、
様

子
を

見
て
{
私

よ
り

上

手
で

す
、

管
理
人
代

理
に

任
命

し
ま

す
。
来

年
は

管
理
人

で
来

て
下

さ
い
}

と
お
願

い
を

す
る

。
 

最
初

に
到

着
し

て
い

た
体

調
不
良

の
二
人

も
下

山
す

る
こ

と
に

な
り

、
荷

物
だ

ら
け

の
座

席
を
片

付
け

て
乗

っ
て
頂

き
、
１

６
時

に
小

屋
を
後

に
す

る
。
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